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研究成果の概要（和文）：本研究は、19 世紀後半から 1905 年第一次革命直前にいたる時期のロ

シア帝国、そのなかでもヴォルガ川中流域とウラル南麓というテュルク系ムスリム居住地域に

おけるムスリム社会の実態を明らかにしようとする。その手法はムスリム家族と、それにより

形成される社会を分析するという家族社会史的なものである。その成果として特に、(1)ムスリ

ム家族の遺産分割に関係する司法行政の制度とその実践実態を解明し、(2)ムスリムの教区簿冊

を史料とした歴史人口学的家族社会史研究を行なうための基礎作業を行なうことができた。 

 
研究成果の概要（英文）：This research project sheds some light on actual conditions of 
Turkic Muslim communities in the middle Volga and the south Ural regions under the rule 
of Russian Empire from the latter half of the 19th century to the Revolution of 1905. 
It analyzes Muslim family and community, and its principal research method is that of 
social history. It (1) explains the judicial-administrative system and actual conditions 
of its practice concerning inheritable estate division problems among Muslim people, and 
(2) prepares a future historical demographic and family-social historical study of Muslim 
parish registers. 
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１．研究開始当初の背景 
ロシア帝国治下ヴォルガ・ウラル地域のテ

ュルク系ムスリムを対象とする近代史研究
には従来、大別して 2つのアプローチが存在
する。それらは(1)ロシア帝国のムスリム統

治制度や政策を解明する研究、および(2)ム
スリム知識人の活動や思想を明らかにする
研究である。 
しかし(1)のタイプの研究はムスリム社会

内部の実態をよく明らかにすることができ
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ず、(2)はムスリム社会の知的上層である知
識人のみを扱うものであるため、いずれもム
スリム社会の、より下層に位置した一般の
人々の歴史的実態を解明することができな
いという限界を有する。 

すなわち当該研究分野は、(1)や(2)とくら
べて、より一般的なムスリム住民の状況を明
らかにすることができるような、社会史的手
法による研究を必要としている。 

そこで研究実施の可否を検討するならば、
ロシア帝国治下ヴォルガ・ウラル地域と西シ
ベリアのムスリム行政を担当したオレンブ
ルグ・ムスリム宗務協議会に関係する法規集
や文書類、ムスリムの教区簿冊等々を利用し
て社会史的研究を行なうことが、十分に可能
であると判明する。この可能性は、史料の面
だけでなく、先行研究の面でも確保される。
現地ロシア連邦バシコルトスタン共和国の
研究者の一部は、家族史や歴史人口学的な分
析手法を援用した農村社会史的研究を行な
っているのである。 

つまり本研究は、当該研究分野においてエ
リートのみならず一般民衆を研究対象とす
る社会史的研究が必要であるという問題意
識を、背景とするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、19 世紀後半から 1905 年
第一次革命直前にいたる時期のロシア帝国
治下ヴォルガ・ウラル地域におけるテュルク
系ムスリム社会の実態を、家族と、それによ
り形成される社会を分析するという家族社
会史的手法により明らかにすることである。
具体的には、以下の研究課題 2点の解明を目
的とする。 
(1)19 世紀後半から 1905 年までの時期に、ロ
シア帝国の行政と司法のもとで、ヴォルガ・
ウラル地域のムスリムの家族生活がどのよ
うな制度的環境にあったのかを解明する。 
(2)19 世紀後半から 1905 年までのヴォルガ・
ウラル地域における、ムスリム家族とマハッ
ラ（宗教・行政上の共同体、「教区」）の実態
を、社会史的、歴史人口学的な手法により解
明する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、(1)研究資史料の所在調査と収
集、および(2)収集した資史料の読解と検討
分析の、2つの作業工程を遂行することによ
り、上記「研究の目的」欄記載の研究課題 2
点を解明するものである。 
(1)研究資史料の所在調査と収集 
 報告者磯貝は、2010 年度、2011 年度とも
に、ロシア連邦バシコルトスタン共和国ウフ
ァ市所在のバシコルトスタン共和国立中央
歴史文書館、ロシア科学アカデミー・ウファ
学術センター歴史・言語・文学研究所付属の

学術図書館・文書館、バシコルトスタン共和
国国民図書館において研究資史料の所在調
査と収集を行なった。同時にウファ市内の書
店等で購入可能な研究文献類も入手した。ウ
ファ市における調査では、ロシア科学アカデ
ミー・ウファ学術センター歴史・言語・文学
研究所の R.M. ブルガーコフ研究員と M.N. 
ファルフシャートフ研究員から援助を得た。 
 また国内の大学付属図書館等を利用した
研究資史料の収集も行なった。 
 研究資史料収集の方法は、書店で購入可能
な研究文献以外は、デジタルカメラでの撮影、
スキャナーでの電子ファイル化、ゼロックス
複写、筆写等によった。いずれにせよ、所蔵
図書館や文書館が許可する方法をとった。 
(2)収集した資史料の読解と検討分析 
 神戸大学附属図書館所蔵の工具書類を利
用し、収集した資史料の読解と検討分析を行
なった。 
 報告者は、上記の(1)と(2)の作業工程を繰
り返す過程で、研究開始当初に設定した、上
記「研究の目的」欄記載の研究課題 2 点を、
その細部において、より具体的なものに設定
し直す必要があるという見解を持つにいた
った。その再設定した研究課題と成果につい
ては、下記「研究成果」欄に記載する。 
 
４．研究成果 
(1)研究課題の再設定（具体化） 
報告者がバシコルトスタン共和国立中央

歴史文書館のオレンブルグ・ムスリム宗務協
議会フォンドを調査した結果、このフォンド
にアラビア文字表記のテュルク語で記述さ
れたり、イスラーム法学書からアラビア語の
文言が引用記載されたりした遺産分割関係
文書類が所蔵されることが、新たに判明した。
それらは先行研究で一切利用されていない
にもかかわらず、ムスリム家族をめぐる司法
行政制度とその実践実態を解明する絶好の
史料となる。 
ゆえに報告者は、19 世紀後半から 1905 年

までの時期のロシア帝国治下ヴォルガ・ウラ
ル地域におけるテュルク系ムスリム社会の
実態を、家族に着目し、家族社会史的な手法
により明らかにしようとする場合、遺産分割
をめぐる問題を検討分析対象とすることが
必要であると判断した。 
 そこで報告者は、上記「研究の目的」欄記
載の研究課題(1)を、当該時代地域のムスリ
ムの遺産分割に関係する司法行政の制度と、
その実践実態を解明するというものに設定
し直した。 
 また報告者は、上記オレンブルグ・ムスリ
ム宗務協議会フォンドと、ロシア科学アカデ
ミー・ウファ学術センター歴史・言語・文学
研究所に保存される、マハッラのイマーム
（マハッラ内の宗務行政を司る「聖職者」）



 

 

がオレンブルグ・ムスリム宗務協議会の指示
のもと作成した教区簿冊を調査した。そして
これら教区簿冊があまりにも膨大に存在し、
かつ必ずしも保存状態のよくないものも多
く含まれることから、これらを史料として利
用し、わずか 2年ほどで決定的な成果を出す
ことは極めて困難であると判断した。 
 そこで報告者は、上記「研究の目的」欄記
載の研究課題(2)については、ムスリム教区
簿冊を社会史的、歴史人口学的な手法で分析
するための基礎作業を完了するというもの
に、設定し直した。 
 
(2)収集した研究資史料 

上記のような研究課題の再設定を踏まえ
て報告者が収集した研究史料は、およそ以下
のようなものである。 
①オレンブルグ・ムスリム宗務協議会に関係
するロシア帝国の法規や通達類 
②上記オレンブルグ・ムスリム宗務協議会フ
ォンドに所蔵される遺産分割関係文書類（ロ
シア語およびアラビア文字表記テュルク語
によるもの） 
③上記フォンドに所蔵される、マドラサ（イ
スラーム法学を中心にイスラーム諸学を教
授する教育施設）とアラビア語書物の問題に
関係する文書類 
④上記フォンドに所蔵される、ムスリムの教
区簿冊（アラビア文字表記テュルク語による
もの） 
⑤上記フォンドに所蔵される、ムスリムの教
区簿冊に関係する文書類 
⑥ロシア科学アカデミー・ウファ学術センタ
ー歴史・言語・文学研究所付属の学術図書館
に所蔵される、当該時代地域に普及したイス
ラーム法学書類（写本、刊本） 
⑦上記オレンブルグ・ムスリム宗務協議会フ
ォンドと、ロシア科学アカデミー・ウファ学
術センター歴史・言語・文学研究所に保存さ
れるムスリム教区簿冊（ただし、ごく一部を
サンプル的に収集） 
⑧ロシア科学アカデミー・ウファ学術センタ
ー歴史・言語・文学研究所付属の学術文書館
に所蔵される、ムスリム知識人リザエッディ
ン・b・ファフレッディン（1858～1936）の
手稿 
 
(3)研究資史料の検討分析による成果 
 報告者は、収集した研究資史料を読解し、
検討分析した結果、以下のような諸点を成果
として得つつある。 
①当該時代地域のムスリム住民の遺産分割
が行なわれる際、そのイスラーム法に則った
遺産分割計算を担当するイマームが、どのよ
うな文書を作成していたのかが明らかとな
った。 
②当該時代地域のムスリム住民の遺産分割

が行なわれる際、その当事者であるムスリム
がイマームの行なった処理に不服である場
合に、その「上訴審」としてのオレンブルグ・
ムスリム宗務協議会でどのような司法行政
処理が行なわれ、どのような文書が作成され
たのか、その制度と実務の実態が一定程度解
明された。特に、宗務協議会のカーディー（協
議員）が実務処理の過程で、アラビア語で書
かれたイスラーム法学書を参照し、そこから
法的判断の根拠としてアラビア語の文言を
引用して公式の司法行政文書に記載するこ
とがあったという事実が判明した。 
③当該時代地域のイスラーム法に則った遺
産分割に関係して、どのようなイスラーム法
学書が普及し、利用されたのかという問題が
整理された。 
④19 世紀後半にオレンブルグ・ムスリム宗務
協議会が、イスラーム法に則った遺産分割案
件の処理について、どのような制度改革を行
なったのかが整理された。 
⑤ムスリムの教区簿冊がどのようなもので
あったか、その制度と実務実態が一定程度明
らかとなった。そして報告者は、現在の文書
館等における教区簿冊史料の所蔵状況を把
握し、将来における歴史人口学的家族社会史
研究の基礎作業を行なうことができた。 
⑥当該時代地域のムスリム家族や社会を対
象とする社会史的な研究に、従来のロシア帝
国ムスリム統治制度・政策研究や、ムスリム
知識人研究の成果を取り込むことで、多くの
歴史的事実を、より多角的な視点から説明す
ることが可能となる見通しが得られた。一例
として、従来の研究ではイスラーム改革思想
家としてのみ高く評価される傾向にあった
ムスリム知識人リザエッディン・b・ファフ
レッディンが、オレンブルグ・ムスリム宗務
協議会に勤務した時期に行なった業務につ
いて、彼自身が後になり著したテクストでは
なく、宗務協議会で業務上作成した司法行政
文書を史料として、明らかにすることが可能
となった。 
 
(4)研究成果の国内外における位置づけ 
 わが国の中央ユーラシア近代史研究のな
かで本研究は、ロシア帝国治下ヴォルガ・ウ
ラル地域のムスリム社会の実態を、彼らムス
リムの母語であるアラビア文字テュルク語
によって作成された司法行政文書類をもと
に明らかにしようとする、最初の試みである。
ロシア帝国のムスリム統治制度や政策を解
明するタイプの研究に対して本研究は、アラ
ビア文字表記テュルク語文書類から判明す
る歴史的事実を提供する。ムスリム知識人の
活動や思想を対象とする研究には、ロシア帝
国の司法行政制度における彼らムスリム知
識人の位置と役割を明確に示すものである。
また中央アジア近代史研究に対しては、比



 

 

較・連関研究にからみ、中央アジアに先んじ
てロシア領に編入されたムスリム居住地域
の司法行政の事例を提示する。イスラーム地
域全般を対象とする研究には、非ムスリム治
下ムスリム居住地域における司法行政、特に
イスラーム法をめぐる制度と実務実践の事
例を提供するものとなる。 
 欧米や現地ロシア連邦で行なわれている
研究に対して本研究は、国内におけるものと
同様に、ロシア帝国治下ヴォルガ・ウラル地
域のムスリム社会の実態を、彼らムスリムの
母語であるアラビア文字テュルク語によっ
て作成された司法行政文書類をもとに明ら
かにしようとする、最初の試みとなる。特に
アラビア文字テュルク語で作成された文書
類の史料的有用性を提示するという点では、
当該文書類が現地ロシア連邦の研究者によ
ってすらも等閑視されてきただけに、相応の
インパクトを与えるものである。 
 
(5)今後の展望 
 当該時代地域のムスリムの遺産分割をめ
ぐる司法行政制度と、その実践実態を明らか
にする研究課題について報告者は、すでに収
集した資史料を検討分析して更なる歴史的
事実の確認を進め、イスラーム法研究分野の
先行研究を援用しながら、比較・連関の視点
を持ちつつ包括的な考察を深め、学術論文に
まとめる。またムスリムの教区簿冊を利用し
た歴史人口学的家族社会史研究の計画につ
いては、本研究でそのための基礎作業を行な
っているので、今後本格的に着手する予定で
ある。 
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